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『共に手をつなごう
� ロータリーのもとで』

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

創立 1986年

第1611回例会
令和元年12月12日（18：30～19：30）

○スマイルBOX
　◦佐藤幸彦会員（メリークリスマス。）
　◦安部和夫会員（家族ともどもお世話になります。）
　◦永野文雄会員（メリークリスマス。親睦委員会の皆様、お世話様です。）
　◦宮本多可夫会員（クリスマス例会、今日は楽しく親睦を深めましょう。）
　◦仁平喜代治会員（クリスマス例会おめでとう。今夜は皆で楽しもう。）
　◦石部辰雄会員（52回目の結婚記念日にあたり、すばらしいプレゼントを戴きまして、誠にありがとうござい

ました。）
　◦関谷亮一会員（クリスマス例会を準備されました親睦委員会の皆さんに感謝致します。）
　◦大竹憂子会員（お誕生日お祝いありがとうございました。）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ５８名

C  Ⓐの出席者数 ２５名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ７名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３２名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５１
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６２．７５％

第1611回例会出席状況� （R元年12月12日)



第1611回例会 令和元年12月12日（２）

本日のプログラム
■会長の時間� 中目公英会長

　皆さん、こんばんは。今日は西ロー
タリークラブ恒例のクリスマス例会に、
会員はもちろんですけれどもご家族の
方々にもご参加をいただきまして、本
当にありがとうございます。7月1日か

ら始まって12月、半年の間会員の皆さん方が家庭にい
ろいろとご苦労をおかけしたかもしれませんので、そ
のご恩返し、また今年の忘年会も兼ねましてロータ
リー恒例のクリスマス例会であります。どうぞよろし
くお願いいたします。私自身は神主でありまして、皆
さん方大半は仏教徒ですから、プロテスタントのロー
タリーの思想のもと、キリスト教もあれば仏教もあれ
ば神主神社もあるという、今年は例年にも増して宗教
が混在したようなクリスマス例会になっておりまして、
その混ざり合った分ご利益が倍増でございます。楽し
んで今晩一晩過ごしていただければと思っております。
今日は楽しい例会の前ですから長く喋りません。以上
で会長の時間とさせていただきます。ありがとうござ
いました。

■本日のプログラム
クリスマス例会
◦親睦委員会� 須藤正樹委員長

　只今からクリスマス例会を始めたい
と思います。司会を務めます親睦委員
会の須藤です。よろしくお願いします。
まず初めに、会長から一言お願いしま
す。

◦会長挨拶� 中目公英会長
　それではもう一度、少しお話をさせていただきます。
今日のクリスマス例会のために親睦委員会、須藤正樹
委員長をはじめとする委員会の皆さん方にはいろいろ
と企画を練っていただきまして、こちらの「グランド
エクシブ那須白河」に例会場を移動いたしまして、安
部会員のお子さん方をはじめとする素晴らしいバン
ド演奏が入る予定になっております。皆さんと一緒に
楽しんでいただければと思います。大体ひとこと言う
ことは常になっておりますので、先程の例会では省き
ましたが懇親会の前にちょっとだけお話をさせてもら
えればと思います。クリスマスはキリストの誕生を祝
うというわけですけれども、キリストの誕生日ではあ
りません。キリストの誕生日は不明であると思います。
ちょっとクリスチャンじゃないので、聡君いつだっけ。

クリスチャンの方は、4月12日が復活祭で、そっちの
ほうがキリスト教にとっては重要なお祭りです。12月
24日がどうしてかといろいろあるわけですけれど、キ
リスト教の前にあったヨーロッパのゲルマン人の風習
をキリスト教が取り込んで現在のようなクリスマスに
なっているといわれています。それはどういうことか
というと、まさにもう間もなく12月22日の日は冬至で
太陽が一番短い時で、古代の方々はヨーロッパであっ
ても日本でも同じですけれども、日の短い時というの
は一番生命力、命の力が弱くなっているというふうに
考えるというわけであります。その弱い時にお祝いを
する、太陽さんもっともっと元気になってくださいと
いうお祝いをするということで、死から生へ命が生ま
れ変わるわけです。日本の場合だと、冬至の日には冬
至カボチャを食べて弱まった生命力を強めるという風
習がありますが、ヨーロッパの場合はクリスマスで
もってキリストの生誕をお祝いしつつ、その冬至から
太陽が復活して、今度日が長くなって、生命力の復活
をお祝いするというのがこのキリスト教のクリスマス
の本来的な意味内容です。クリスチャンの方はキリス
トの誕生をお祝いをするのでしょうけども、キリスト
教徒でない私たち日本人の多くの方々は冬至を迎える
にあたって日が短くなっていって、自分の生命の力が
弱まっている時に太陽の力の再生を願うイベントをす
ることで、これからますます力をもう少し奮い起こし
ましょうという意味がございます。親睦委員会の方々
が考えてくれた企画のもと、実はそういう深い意味も
あるんだということを頭の片隅において今日の例会を
クリスマスの誕生を祝い、それを楽しんでいきたいと
思いますので、ひとつ皆さん賑やかにいたしましょう。
どうぞよろしくお願いいたします。

◦兼子聡幹事
　補足します。クリスマスに馬小屋で
生まれたんです。キリストの誕生日な
んです。4月12日は復活祭で、キリス
トが復活した日がその日だと思います。

◦乾杯� 鳴島三夫パスト会長
　皆さん、改めましてこんばんは。今
日は中目年度のクリスマス例会という
ことでございますので、時間の許す限
り皆さんで親睦を深めて楽しくやりた
いと思います。それでは、皆さんのご

健勝をご祈念いたしまして乾杯したいと思います。乾
杯。
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◦司会
　池田浩章副SAA



ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　　　ootake@shirakawa-cci.or.jp
facebook　　　　　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/

第1611回例会 令和元年12月12日（４）

◦出席報告
　石部辰雄副委員長

◦中締め
　関谷亮一パスト会長


